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令和７年度 兵庫県地域活性化雇用創造プロジェクト 
デジタル・トランスフォーメーション（DX）実践・人材育成支援事業 

オーダーメイド型 DX 人材育成研修 募集要項 
 

【オーダーメイド型研修と事業目的】 
 デジタル技術を最大限活用し企業活動の業務プロセスやビジネスモデルの改革等を実現
するデジタル・トランスフォーメーション（以下DX と略す）は、企業の存続と成長に必
要不可欠であり、企業が効率的に DXに取り組むためには、DX を理解し､企業活動に活か
す能力を持つ企業内 DX人材の育成が重要な課題となっています。 
 本事業における「オーダーメイド型 DX研修」では、(1) 別途実施している「メニュー
型人材育成研修」には提示されていない研修、(2) 企業の特性に合わせた「オリジナル教
育」、(3) システム構築・運用プロセスの中の「DX 教育」部分などについて、「オーダー
メイド型 DX人材育成研修」として「兵庫県内の対象事業者」が企画・提案し、NIRO に
申請を行うものです。 
 本事業では、「オーダーメイド型 DX研修」を活用した企業の DXへの取組みが活性化
され、企業・企業活動のDX を推進し、兵庫県内における良質な雇用を新たに創出するこ
とを目的としています。 
 
 なお、本募集要領で使用する用語の定義は次頁の「1.用語」にて確認ください。 
 
 本事業のオーダーメイド型 DX研修の開催・受講を希望する兵庫県内の対象事業者は、
本募集要項を熟読のうえ、必要書類を（公財）新産業創造研究機構に提出してください。 
 
スケジュール 
オーダーメイド型 DX研修受講申請期間： 2025年 8 月 8日～ 8月 29日 17 時 

（※申請状況により変更されることがあります） 

受講申請の採択：   2025年 8 月下旬以降（随時） 
オーダーメイド型 DX研修実施期間：  採択日～2026年 2 月 28日 
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１．用語 

本要項で使用する用語について以下のように定義します。 
DX： デジタル技術を前提として企業が取り組むビジネスプロセスの効率化やビジ
ネスモデルの刷新や構築、その他企業の革新に係る取組を言い、IoT、ICT、AI、EC、
デジタル、クラウド、センサー、ロボットなどの技術の活用に加えて、５Ｓ活動やＩＥ
などデジタル時代に適合したものづくり力の強化の活動を包括的に含み、企業活動の
高度化、スマート化、生産性向上などを果たすもの。 
DX 研修： DX 人材の育成教育、DX 人材育成につながる企業支援業務など 
NIRO： 公益財団法人新産業創造研究機構 
研修事業者： オーダーメイド型研修を提供する企業、団体、個人 
受講企業： オーダーメイド型研修を受講する企業 
 

２．事業の内容 

（１）事業の実施概要、支援対象（受講企業） 
本事業の実施概要および支援対象となる受講企業の要件を以下に示します。 

実施概要 

受講企業が自社のニーズに合致した DX 人材育成に係る研修を受講するに
あたり、受講企業が「研修事業者を指定し、企画・立案」した DX 研修を
NIRO の窓口に申請し、申請が採択された場合、指定された研修事業者に
NIRO が見積書、研修計画書に基づいて発注し、研修完了を確認のうえ、研
修事業者に支払います。 

受講企業 

本制度の支援を受けることができるのは次の条件を全て満たす企業です。 
① DX の取組みを実施または実施予定の対象事業者であること 

（対象事業者の定義は表１を参照） 
② DX 実践・人材育成支援事業に参加していること 
（参加申込ページ：https://www.hyogo-jisedai.jp/page2.html?id=7） 

③ NIRO が実施する雇用状況の調査に回答すること 

 

表１「DX実践・人材育成支援事業」の対象事業者・業種 
対象事業者 対象業種に該当し、良質な雇用を創出するため事業拡大を目指す兵庫県内に

事業所を有する事業者 
対象業種  

「製造業」および、  
 製造業の DX等を支援する「情報通信業」 
 

 
 

https://www.hyogo-jisedai.jp/page2.html?id=7
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（２）オーダーメイド型研修として申請可能な DX 研修の要件 

研修の内容 

・ 対象事業者（表 1 記載）を対象とした研修であること 
・ 研修の内容は DX 研修（用語欄：DX、DX 研修）参照 
・ 例えば以下のような事項に関する教育や企業支援をいう 

 企業の課題に対応した教育 
 生産管理システムの立ち上げに関する教育 
 生産管理システムの活用に関する教育 
 DX 認定取得に関する教育 
 企業の DX の推進、IT 導入の計画に関わる教育 
 セキュリティーポリシー策定に関わる教育        など 

その他研修の
必要要件 

・ 研修内容が申請書類（添付資料を含む）で明確に理解できること 
（受講企業の DX への取組計画と本研修の関連、対象事業者の課題、研修の目
的、内容、時間、場所、受講者のレベル など） 

・ 研修内容が対象事業者の DX 人材育成に向けて適切であること 
・ 本事業において実施する DX 研修として目的、内容が適切であること 
・ 研修日程、講師手配、会場や通信環境など研修の一式が、NIRO からの

請負契約に基づく発注（条件あり）により、実施可能であること 
・ 研修費用が人件費と事業費に区分して見積もられていること 
・ 研修費用が実施内容に対して合理性のある額と判断できること 
・ 研修費用が 1 研修あたり 1,000 千円（税別）以下であること 
・ 人件費のうち、準備費用は研修費用全体の 10% 以下であること。 
・ 研修事業者が類似研修の指導実績を有していること 
・ 研修事業者が公益事業の研修発注先としてふさわしいこと 

DX 研修にお
いて見積額に
含めることが
可能な費用 

・ 人件費：研修実施に必要な講師やアシスタントの人件費 
・ 事業費：人件費以外の DX 研修実施に必要な費用 

 研修や支援で使用する IT 機器、IT ソフト、ロボット、研修機器、サービ
スの「利用料」 

 DX 研修実施に必要な外注費用 
 DX 研修で使用するテキスト、書籍、資料代 
 DX 研修に必要な消耗品費、部材費 
 DX 研修を開催する会場費 
 DX 研修実施に必要な研修事業者の移動交通費 

DX 研修にお
いて研修費用
に含めること
ができない費
用 

・ 1 時間あたりの費用が 25,000 円を超える高額な人件費 
・ 受講企業の人件費、交通費 
・ 受講企業への研修の域を超える物品や役務提供（例：教材の域を超える

機器、ソフト開発、分析、設計作業 など） 
・ 受講企業の業務に使用する IT 機器、IT ソフト、ロボット、研修機器の

費用やサービスの利用料 
・ 飲食、宿泊などの提供に係る費用 

その他 本事業の枠外で、研修事業者と受講企業が本事業に関係する商取引を行うこ
とは可能とします。例えば、以下のようなケースです。 
・ 研修実施場所の制約による、昼食や宿泊の手配 
・ DX 研修で使用する機器やソフトまたはサービスであって、研修後に受

講企業の業務で使用する物 
留意事項 原則として、DX 研修の実施にあたっては NIRO が立会いたします。 
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3. オーダーメイド型研修事業者について（参考） 
 オーダーメイド型研修は、現在募集中である「メニュー型研修」に該当しない研修を実施・
受講したい場合に、受講を希望する企業が、研修事業者と相談・調整のうえ、自社向けにカス
タマイズした研修計画を立案し、本事業に申請いただくものです。 
 オーダーメイド型研修を依頼するにあたり、適切な研修事業者に心当たりがない場合は、参
考資料として、メニュー型研修の事業者のうち「オーダーメイド型研修」への対応が可能であ
る研修事業者一覧を表２に掲載しておりますのでご活用ください。 
 

 
表２．【参考】オーダーメイド型研修への対応が可能な研修事業者（１３社） 

 
各社への連絡先：DX 実践・人材育成支援事業（メニュー型）受講企業募集ページ 
https://www.niro.or.jp/information/20250725/51830/ 
から研修 No に該当する「研修の詳細」を参照してください。  

研修 No 事業者名 担当者 氏名 担当者 部署名 

00 公益財団法人新産業創造研究機構 鎌田 徹 技術支援部門  ものづ
くり支援センター 

02 株式会社アステックコンサルティング 由利 昌明 DX 推進部 

03 株式会社テクノア 荒井 哲 IT 経営事業部 

04 株式会社神戸デジタル・ラボ 衛藤 昂 新事業創造係 

06 株式会社経営システム研究所 白井 達也 営業本部 

07 株式会社富士通ラーニングメディア 北口 衣理 関西・中部エリアビジ
ネス統括部 

09 有限会社綱業商会 竹内 経博 管理部 

10 テレネット株式会社（ＤＸ学校神戸校） 埴岡 雅則 代表取締役 

11 ヒューマンリソシア株式会社 榊 直人 DX 第２営業部２課 

12 株式会社 be.love.company. 西 洋子 代表取締役 

13 株式会社 Be magical solutions 増田 祐美 中小企業 IT 活用研究
所 

14 株式会社ケイキャリアパートナーズ 北田 寛 HRD 本部能力開発部 

15 DMG 森精機セールスアンドサービス
株式会社 樋熊 信昭 近畿営業部神戸 

https://www.niro.or.jp/information/20250725/51830/
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4．事業・手続きの流れ 

事業の流れについては、図 1 を参照願います。 
【概要】 オーダーメイド型 DX 研修の申請について、審査を経て採択が決定された場合、
NIRO は受講企業に「採択」を通知します。 採択された DX 研修は、NIRO が請負契約によ
り指定された研修事業者に対して、申請に基づくオーダーメイド型 DX 研修として外注する
ことで実施します。オーダーメイド型 DX 研修の受講が終了したら、受講企業と研修事業者は
「オーダーメイド型 DX 研修実施報告書」を NIRO に提出します。研修実施報告書の提出を
受けて、書類審査および必要に応じて実施状況を調査のうえで支払い額を決定し、研修費用を
研修事業者に支払います。 
※2025 年度については、研修実施報告書を 2026 年 2 月 28 日までに提出いただく必要があり
ます。 

図 1．オーダーメイド型研修の流れ 
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2025年度オーダーメイド型DX研修のフロー

研修期間（～２月末）

申請８月上旬～下旬
申請毎随時

採択８月下旬以降随時
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（１）オーダーメイド型DX 研修の申請 
オーダーメイド型 DX 研修の受講を希望する対象事業者は、自ら指定する「研修事業者」と

協力のうえ、自社の課題に適合した DX 研修の企画・立案を行っていただきます。 
企画した研修を登録するには、まず「オーダーメイド型 DX 研修登録フォーム」（Microsoft 

Forms）に必要事項を入力いただきます。 
仮申請が受理されますと、申請様式と提出フォルダを含む共有フォルダへの URL を担当者様

宛に発行いたします。＜様式ファイル＞をダウンロード・ご記入のうえ、以下の＜提出ファイル
＞をすべて提出フォルダにアップロードしてください。 
※見積書や必要資料はあらかじめ指定した研修事業者から取得したうえで、申請してください。 
※オーダーメイド型研修への申請は「受講企業」からのみ可能です。研修事業者からの申請は受
け付けておりませんので、ご注意ください。 

 
【申請の流れ】*[1]仮申請のみでは申請受付は完了せず、[2]本申請の完了が必須です 

[1] 仮申請 （FORMS による入力） 
約 40 項目ありますので、研修事業者の情報など、あらかじめ回答の準備をお願いします。 
入力項目につきましては「入力項目一覧」をご覧ください。 

[2] 本申請（申請書類の提出） 
仮申請が完了すると、担当者様に「共有フォルダ」へのリンクがメールで送付されます。 
リンク先フォルダ内の「様式フォルダ」より様式１・２をダウンロードし、記入後、以下の
必要書類一式を「提出フォルダ」にアップロードしてください。 

 
＜アップロードが必要な書類＞ 

① オーダーメイド型 DX 研修実施計画書【申請企業名】.xlsx (様式 1) 
② 誓約書【申請企業名】.docx (様式 2) 
③ 受講申請企業の会社案内等業種が判断できる資料 
④ 研修事業者の会社案内等の会社概要 
⑤ 申請する研修と類似の研修実績など、研修事業者の研修能力を示す資料 
⑥ オーダーメイド型 DX 研修の見積書（事業費と人件費に分けて金額を提示） 
⑦ オーダーメイド型 DX 研修の見積金額の妥当性を示す資料。例として下記のうちか

らいくつかを提出する事。 
 比較見積など（ある場合のみ） 
 研修事業者のカタログ、価格表、印刷物、HP など刊行物に記載された金額を

根拠として、合理的計算により、見積金額が研修事業者の一般的な価格に比し
て同等以下であることを示す資料。 

 研修事業者が他社向けに、同等又は類似の研修を実施した実績がある場合、そ
の実績金額を根拠として、合理的計算により、見積金額が研修事業者の他社向
けの価格に比して同等以下であることを示す資料。 

 業界の一般的水準を示すカタログ、価格表、印刷物、HP など刊行物に記載さ
れた金額を根拠として、合理的計算により、見積金額が研修事業者の一般的な
価格に比して同等以下であることを示す資料。 

 研修事業者の人件費単価（根拠が提示可能なもの）や DX 研修実施に必要な調
達、外注品等の価格（根拠を提示可能なもの）から積算した価格に対して、同
等以下であることを示す資料。 

https://forms.office.com/r/UUJinXVS0w
https://forms.office.com/r/UUJinXVS0w
https://is.gd/qf8Otc
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（２）オーダーメイド型DX 研修の審査 
NIRO における審査会で、オーダーメイド型 DX 研修受講申請の内容（DX 研修の内
容、企業の DX への取組み計画との整合性、DX 研修受講の目的の達成見込みなど）か
ら、申請の妥当性と優位性などについて審査のうえで、支援実施可否を決定します。 
審査会に提出されるための条件は以下のとおりです。 
 受講申請企業の対象事業者として要件を満たしているか。 
 受講申請企業の DX への取組計画と申請した DX 研修の内容の整合性 
 申請した DX 研修の内容の妥当性と優位性 
 申請した DX 研修の見積金額の妥当性 
 研修事業者の妥当性 

 
（３）受講決定通知 

 申請企業に「採択」「不採択」の通知をメールにて送付します。 
採択にあたって採択条件が付されていた（条件付き採択）場合、条件の充足が確認され

た時点で「採択」、条件の充足が確認できなかった場合は「不採択」とします。 
 

（４）オーダーメイド型DX 研修の実施 
 「採択」となった受講企業は研修事業者と調整し、DX 研修の実施日程、場所などの詳細
を決定したうえで、「オーダーメイド型 DX 研修計画書」「見積書（NIRO 宛）」を提出して
ください。 NIRO がこれらに基づいて DX 研修を請負契約により研修事業者に発注した
後、DX 研修の開始を可能とします。 
 なお、オーダーメイド型 DX 研修の実施期間中は、NIRO からの要請に応じて実施状況
を報告して頂く場合があります。（中間報告） 
 オーダーメイド型 DX 研修は 2026 年 2 月末日までに完了してください。NIRO への完了
報告書の提出・承認をもって研修完了といたしますので、研修計画策定の際は十分にご注意
ください。 

 
（５）研修の未実施、中止、変更などについて 

① 採択後にオーダーメイド型 DX 研修の実施内容に変更が生じた場合には、速やかに
NIRO に連絡を取ったうえで、受講企業と研修事業者は「DX 研修実施内容変更承認申
請」を提出して NIRO の承認を受けてください。 計画書の内容と報告書の内容は一
致が見られない場合は検収処理を行う事ができませんのでご注意ください。 
なお、変更の内容によって、NIRO が外注する DX 研修の発注金額の減額、受講企業
による研修費用の一部負担、採択および DX 研修の発注を取り消す場合があります。 

② 採択後、オーダーメイド型 DX 研修が実施出来なくなった場合には、速やかに NIRO
にその旨を通知したうえで、受講企業は「DX 研修状況報告」を提出して NIRO と協
議・承認を受けてください。 

③ オーダーメイド型 DX 研修を中止した際には、発生した研修費用については、NIRO は
一切負担ができません。また、オーダーメイド型 DX 研修を変更した際には、NIRO の
発注額は変更した実施内容に基づいて NIRO が決定します。これを超える研修費用に
ついては一切負担できませんので、受講企業と研修事業者で協議し負担割合を決定し
てください。 
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（６）研修事業の最終報告 
オーダーメイド型 DX 研修実施終了後 2 週間以内かつ 2026 年 2 月 28 日までに、受講企
業および研修事業者は「オーダーメイド型 DX 研修実施報告書」NIRO に提出してくだ
さい。（報告書の様式は研修開始前に配布いたします） 
<実施報告に必要な書類> 
 オーダーメイド型 DX 研修実施報告書 

 
（７）審査、研修金額確定通知 

① オーダーメイド型 DX 研修実施報告書を受領後、報告に係る書類の審査、および必要
に応じて実施内容の調査を行い、実施内容がオーダーメイド型 DX 研修申請書とこれ
に基づく NIRO の発注仕様書に適合しているかを審査します。 

② 適合と判断した場合は、支援金額を決定し、受講企業および研修事業者に通知します。 
③ 適合しないと判断した場合、契約金額を変更（減額）する場合があります。この場合

は、変更した発注金額を受講企業および研修事業者に通知します。 
④ 適合しないと判断した場合、発注を取り消す場合があります。 

 
（８）研修費用の支払い 

① 研修事業者は、支援金額の通知を受けたら当該金額のオーダーメイド型 DX 研修請求
書を NIRO に提出してください。 

② 請求書の提出を受け、NIRO は請求金額を支払います。 
 

（９）留意事項 
① ひとつの申請企業が申請できるオーダーメイド型 DX 研修には、その合計額に上限を

設ける場合があります。 また、オーダーメイド型およびメニュー型 DX 研修を合算
した採択金額には上限を設ける場合があります。 

② ひとつの研修事業者が受注できるオーダーメイド型およびメニュー型 DX 研修には、
その合計額に上限を設ける場合があります。 

③ 不適切な受講申請、その他申請条件への違反等の事情が採択後に判明した場合には、
採択および DX 研修の発注を取り消し、DX 研修実施費用を支払い済みの場合には、費
用の返還を求める場合があります。 

④ 受講企業は、NIRO が実施する雇用調査に協力いただきます。調査に当たっては、兵庫
県内の事業所における新規正規雇用者についての個人名（匿名可）、入社時の年齢、職
種、勤務地、生年月日、雇用条件を報告いただきます。 
 
 

6．お問合せ先 
（公財）新産業創造研究機構 技術支援部門 DX・ロボット部   
担当：堀部（ほりべ）、鷲尾（わしお）、宇野（うの） 
TEL:：078-306-6801 Email：DX-kensyu@niro.or.jp 
 
※申請書類の記入方法や、申請内容などについて、個別で事前にご相談対応も可能で

す。ご希望の場合は、上記メールアドレスまでご連絡ください。（順次、担当者より個別
にご連絡いたします。） 

mailto:DX-kensyu@niro.or.jp
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